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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月27日(2014.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼内レンズ度数決定装置であって、
　被検眼前眼部からの反射を検出して前眼部断面画像を得る前眼部撮像デバイスと、
　前記前眼部撮像デバイスによって取得された前眼部断面画像に基づいて水晶体前面から
チン小帯と水晶体の接点までのオフセット距離を求め、眼の前房深度に前記オフセット距
離を加えることにより予測術後前房深度を算出し、該予測術後前房深度を用いて眼内レン
ズの度数計算を行う度数計算ユニットと、
　を備えることを特徴とする眼内レンズ度数決定装置。
【請求項２】
　請求項１の眼内レンズ度数決定装置において、
　前記度数計算ユニットは、前記予測術後前房深度を、各眼内レンズ固有のＡ定数によっ
て補正することを特徴とする眼内レンズ度数決定装置。
【請求項３】
　眼内レンズ度数決定装置の動作を制御する制御装置において実行される眼内レンズ度数
決定プログラムであって、
　前記制御装置のプロセッサによって実行されることで、
　前眼部撮像デバイスによって取得された前眼部断面画像に基づいて水晶体前面からチン
小帯と水晶体の接点までのオフセット距離を求める第１ステップと、
　眼の前房深度に、第１ステップで求められた前記オフセット距離を加えることにより予
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測術後前房深度を算出する第２ステップと、
　第２ステップで算出された前記予測術後前房深度を用いて眼内レンズの度数計算を行う
第３ステップと、
　を前記眼内レンズ度数決定装置に実行させることを特徴とする眼内レンズ度数決定プロ
グラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（１）　眼内レンズ度数決定装置であって、被検眼前眼部からの反射を検出して前眼部断
面画像を得る前眼部撮像デバイスと、前記前眼部撮像デバイスによって取得された前眼部
断面画像に基づいて水晶体前面からチン小帯と水晶体の接点までのオフセット距離を求め
、眼の前房深度に前記オフセット距離を加えることにより予測術後前房深度を算出し、該
予測術後前房深度を用いて眼内レンズの度数計算を行う度数計算ユニットと、を備えるこ
とを特徴とする。
（２）　（１）の眼内レンズ度数決定装置において、前記度数計算ユニットは、前記予測
術後前房深度を、各眼内レンズ固有のＡ定数によって補正することを特徴とする。
（３）　眼内レンズ度数決定装置の動作を制御する制御装置において実行される眼内レン
ズ度数決定プログラムであって、前記制御装置のプロセッサによって実行されることで、
前眼部撮像デバイスによって取得された前眼部断面画像に基づいて水晶体前面からチン小
帯と水晶体の接点までのオフセット距離を求める第１ステップと、眼の前房深度に、第１
ステップで求められた前記オフセット距離を加えることにより予測術後前房深度を算出す
る第２ステップと、第２ステップで算出された前記予測術後前房深度を用いて眼内レンズ
の度数計算を行う第３ステップと、を前記眼内レンズ度数決定装置に実行させることを特
徴とする。
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